
大学DATAとある一日

学生さんに聞きました！
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＃
学
ぶ

国際協力キャリアガイド2021-22

東京農業大学／大学院
国際食料情報学部／国際食料農業科学研究科

東
京
農
業
大
学
の
初
代
学
長
・

横
井
時
敬
は
、
高
濃
度
の
塩
水
に

稲
の
種
も
み
を
浮
か
べ
て
良
し
悪

し
を
判
断
す
る
「
塩
水
選
種
法
」

を
考
案
し
た
農
学
者
だ
。「
稲
の

こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の
こ
と

は
農
民
に
聞
け
」
と
語
っ
た
横
井

は
、
農
学
の
研
究
を
通
じ
て
農
業
・

関
連
産
業
と
農
村
文
化
・
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
「
実
学
主
義
」

を
掲
げ
た
。
動
植
物
を
含
め
た
総

合
科
学
を
扱
う
現
在
も
、
実
学
主

義
の
理
念
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

国
際
農
業
開
発
学
科
は
食
、
農
、

環
境
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
性
を
武

器
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
発
展

や
課
題
解
決
に
挑
む
パ
イ
オ
ニ
ア

を
育
成
す
る
。
２
０
２
０
年
の
大

相
撲
９
月
場
所
で
優
勝
し
た
正
代

関
も
、
同
学
科
の
卒
業
生
だ
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
文
理
融
合
」

を
特
色
と
し
て
お
り
、
熱
帯
作
物

の
生
産
、
自
然
環
境
保
全
と
い
っ

た
自
然
科
学
と
、
途
上
国
の
社
会
・

経
済
理
論
、
食
料
問
題
と
い
っ
た

社
会
科
学
の
両
方
を
学
ぶ
。

ま
た
、
農
作
物
は
１
年
に
１
回

し
か
育
て
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い

た
め
、
同
学
科
は
大
学
内
で
唯
一
、

１
年
次
か
ら
研
究
室
に
所
属
し
て

実
習
や
実
験
を
早
期
に
始
め
ら
れ

る
。
伊
勢
原
農
場
（
神
奈
川
県
）

や
宮
古
亜
熱
帯
農
場（
沖
縄
県
）で
、

学
部
１
年
次
か
ら
農
作
物
に
触
れ
、

農
業
の
現
場
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
他
、
海
外
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

豊
富
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

大
学
院
に
は
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
連
携
し
て
、
在

学
中
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に

参
加
で
き
る
「
長
期
履
修
制
度
」

も
あ
り
、
世
界
の
食
料
・
農
業
・

農
村
問
題
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

て
る
。
将
来
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連

携
も
強
め
、
学
部
に
も
導
入
す
る

方
針
だ
。

卒
業
・
修
了
後
の
進
路
は
食
品
・

農
業
関
連
企
業
が
多
い
が
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
な
ど
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
実
施
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研

究
機
関
、
公
務
員
な
ど
幅
広
い
。

最
近
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

含
め
て
、
自
ら
起
業
す
る
人
も
増

え
て
い
る
。

１
年
次
か
ら
研
究
室
で
実
習
・
実
験
で
き
る
環
境
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取得可能な学位
：
：

：

：

：
：
：

：
学部150人、修士18人、博士2人
入学金、授業料、演習費など
合計152万3,400円（初年度納付金）
大学院に内部進学した場合、学費は
実質半額となる（詳細はホームページ参照）
特待生、「人物を畑に還す」奨学金、
大学院奨学生制度など
〒156-8502　
東京都世田谷区桜丘１-１-１

（世田谷キャンパス）
03-5477-2226
nyushi@nodai.ac.jp
https://www.nodai.ac.jp/

学士、修士、博士

新たな研究棟「農大サイエンスポート」

少ない肥料で育つ落花生を生み出す

インドの農業大学に留学できる

国際食料農業科学研究科
国際農業開発学専攻
修士課程１年

広瀬 航さん

9:30

13:00

18:00

現場経験を重視する国際農業開
発学科では、すべての教員が東南
アジア、アフリカ、中南米など世
界各国で実施中の課題解決プロ
ジェクトに関わっている。JICA
案件に限らず、欧米などの大学や
農業系の研究所と共同研究してい
るケースも多い。
国際協力のキャリアを積みたい

学生は、こうした教員のプロジェ
クトに短期あるいは長期で参加す
る。院生だけでなく学部生も対象
となり、参加するプロジェクトは
研究テーマ、現在または将来の
キャリアなどに合わせて、学生が
自ら選ぶ。農業・畜産などの最先
端の取り組みを体感したり、現場
でデータを取ったりできるのは大
きな強みだ。

海外実習プログラム

インドへの留学時に現地の学生と

ガーナのヤムイモ市場にて

専門は落花生、ヤムイモ 、サ
トウキビ、ゴマなどの作物生
産学・遺伝育種学に関する
研究。

大学で授業を受けたり、
構内の農場の落花生を
世話したりする

引き続き授業と研究

大学から徒歩15分の場所
にある落花生畑（圃

ほ

場
じょう

）を
チェックし、帰宅

国際食料情報学部
国際農業開発学科 准教授

パチャキル バビル先生

祖父や父が野菜を育てるのを間近で見ていたことに加えて、小学生の時に訪れ
たフィリピンで貧しい子どもたちに出会ったことから、「農業の力で貧しい人々
を救う仕事がしたい」と思っていました。本学の国際食料情報学部に入学後、１
年次からパチャキル先生の研究室に所属したところ、ハリヤナ大学への短期留学
プログラムがあると知りました。スパイスや豆を多く消費する独特の食文化に興
味を持ったこともあって３年次に参加しましたが、インドのベジタリアンの食生
活を知るなど、今の研究の参考になっています。
本学大学院に進学後、パチャキル先生の指導を受けながら落花生の品種改良の
研究に取り組んでいます。落花生をはじめとするマメ科植物は、根に付いている
「根粒菌」が土壌の中の窒素を取り込むことで育ちますが、私はこの根粒菌がよ
り多い落花生を生み出すため、遺伝子の解析などを行っているのです。根粒菌が
多いほど、窒素を含んだ化学肥料の使用量を減らすことができるので農家の負担
が少なくなり、環境汚染の抑止にもつな
がります。
将来はJICA海外協力隊への参加も視
野に入れながら、農業系のコンサルティ
ング企業に勤めるのが目標です。研究室
には海外志向の人が多いことに加えて、
修了生も国際開発関連の最新情報を教え
てくれるので、毎日いい刺激を受けてい
ます。

国民が勤勉といわれる日本に幼少期から憧れ、インドから日本の高校を経
て東京農業大学に入学しました。在学時は、教員と国際熱帯農業研究所（IITA）
がナイジェリアで行っていた共同プロジェクトに8カ月間参加したこともあ
ります。本学大学院に進学して博士号を取り、現在は化学肥料や農薬を極力
使わず、持続的に育てられる熱帯性農作物の研究をしています。
例えばサトウキビと乾燥などの不良環境下でも育つ近縁野生種の交配育種
を、国際農林水産業研究センター（JIRCAS）と共同で行ったり、有機質肥
料で十分な収量を確保できるゴマの栽培方法の開発に挑んだりしてきました。
また、ハリヤナ農業大学（インド）と2017年から協定を結び、本学の学
生を短期留学という形で２週間送り出して
います（2020年はコロナ禍で中止）。イ
ンドや欧米の学生は厳しい競争にさらされ
ています。日本の学生もそうした姿を見て
積極的に対話し、知識を常にアップデート
しながら、誰にも負けない専門性を磨いて
ほしいですね。


